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 近年、有害物質を含んだ塗膜の剥離工法は、薬液を使用した湿式方法が主流となっている。 
今後の塗膜剥離工法選定の参考に、宍喰大橋で実施したインバイロワン工法による剥離方法

を紹介するものである。 
 

キーワード PCB廃棄物特別措置法，塗膜剥離工法，産業廃棄物処理法，PCB汚染物の該当性判

断基準 

 

 

1.  はじめに 

 

 日和佐国道出張所は徳島県内の阿南市から高知県境ま

での一般国道55号延長85.0kmを管理する出張所である。   

延長85.0kmのうち、一般国道73.3km、一般国道バイパ

ス部2.4km、自専道部9.3kmとなっている。 

今回、塗膜剥離工法を行った宍喰大橋は海岸沿いに位

置し、1972年3月に完成した、橋長296.95mの鋼橋である。

（図-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図-1 徳島管内位置図 

2.  鋼橋の維持管理 
 

鋼橋の維持管理手法である塗り替え塗装については、

近年そのサイクルが長くなる傾向にあり、維持管理に苦

慮している。 

また、過去には使用が許可されていた塗料が、現在

では安全性の観点から許可されないものもあり、塗料に

よっては、有害物が体内に蓄積されるのを防ぐために剥

離作業を乾式ではなく湿式にて行わなければならない場

合がある。「鉛等有害物を含有する塗料の剥離やかき落

とし作業における労働者の健康障害防止について

（H26.5.30）厚生労働省発出」より。 

 

 

3.  背景 
 

PCB（ポリ塩化ビフェニル）等の有害物質を含む疑い

がある塗料は1968年～1973年に製作されたものに多いと

されている。今回紹介する宍喰大橋についてもPCB等有

害物が含まれているため、剥離作業を乾式ではなく湿式

にて施工する必要があった。 

宍喰大橋では、2018年10月と12月に中国地整主導で剥

離試験を実施しており、今回その結果も踏まえ、現地で

行った塗膜剥離工法を紹介するものである。 

 

 

4.  工法選択 
 

 本塗装工事は、2径間を3工事で分担して施工するもの

であった。 

宍喰大橋 



 施工業者は、徳島県内1社、高知県内1社、大阪府内1

社という構成であったため、徳島県内の業者が調整役と

なり工事を進めていき、3業者共に使用実績のあるイン

バイロワン工法を採用することとなった。 

採用理由としては四国内での施工実績を有しており、

材質は柔らかなペースト状であるため、塗り作業性が良

く、一度で多層塗膜が除去でき、塗膜の回収も容易で確

実に行える。 

また、騒音、悪臭が出ないことや塗膜が飛散しないの

で、粉塵等による作業員への健康障害等の悪影響が少な

いことも挙げられる。 

いことが判明した。（写真-1～写真4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
5.インバイロワン工法の原理 
 
高級アルコールで構成されるインバイロワンは濡れ

性が高く、塗膜表面に塗布することで、速やかに塗膜
に浸透していく。 
塗布後、24 時間で塗り重ねられた多層塗膜（最大

500μm）に浸透し、塗膜を軟化させることができる。
（図-2） 
軟化したことを確認し、スクレーパーやヘラなどを

使用して塗膜を除去することで、確実な旧塗膜の除去･
回収が可能な工法である。 
インバイロワン工法の最適な気象環境として、気温

10℃以上、湿度 85％以下という条件があり、塗膜表面
が結露している時は、インバイロワンでの施工はでき
ない場合がある。 
また、気温 10℃以上とは 1 時間毎に測定した気温の

平均が 10℃以上であることなど、気象環境には注意が
必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図-2 インバイロワンの塗膜への浸透モデル 

 
 
6.施工前事前確認 
 
  剥離剤の塗布量は、既設の膜厚、環境条件に左右さ
れるため実際に剥離剤を塗布して、塗布量及び塗膜回
数を確認する必要があった。インバイロワン工法の事
前試験推奨塗布量については、マニュアルに基づき、
0.7kg/㎡と1.0kg/㎡の2種類を塗布し、試験を行った。 

試験をした結果、一般部（平面部）においては塗布

量1.0kg/㎡でないと十分に浸透せず、塗膜が剥離しな 

 
 

写真-1 塗布量0.7kg/㎡ 1回目（平面部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2 塗布量1.0kg/㎡ 1回目（平面部） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

写真-3 塗布量0.7kg/㎡ 1回目（添接部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

写真-4 塗布量1.0kg/㎡ 1回目（添接部） 



添接部等の凹凸があるような箇所においては、通常、
塗膜が厚くなる傾向がある。本橋においても塗膜が厚
く、添接部においては 2 回塗布することで、十分に剥
離することが確認できた。（写真-5） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-5 塗布量1.0kg/㎡ 2回目（添接部） 
 
試験結果に基づき、一般部（平面部）に 1.0kg/m2 を

1 回塗布、添接部には 1.0kg/m2 を 2 回塗布して、剥離
作業を行うこととした。（図-3） 

 
図-3 塗布量試験結果 

 
 
7.剥離作業 
 
被塗装面の状態を確認し、スプレーガン等でインバ

イロワンの吹付け、塗布を行った。入隅部や複雑な形
状の物、吹付け作業が出来にくい場所については、ハ
ケやローラーを使用し、塗り残しが無いようにした。
（写真-6） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-6 塗布作業 
 
塗布 24 時間後に既存塗膜が軟化状態になったことを

確認し、スクレーパー等を使用して、既存塗膜の除去
を行った。 
軟化しているため、スクレーパー等で強い力を使わ

ずに簡単に塗膜を剥がすことができた。（写真-7） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-7 剥離作業 
 
塗膜屑には PCB 等有害物が含まれているため、防護

服、靴カバー、手袋、防護マスクといった重装備での
作業となり、作業員の方は制約された中での作業を行
っており、作業員の苦労を体感した。（写真-8） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-8 防護服装備 
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また、当日使用した防護服等には PCB を含む塗膜屑
が付着している可能性があるため、その都度、着替え
が必要であり、着替えた防護服等は分別して処理を行
っていた。 
ただし、防護服等に付着する PCB はごく微量であり、

下記の通知に基づき、PCB 含有量が判断基準の 0.5mg/kg
を下回っているため、これまでの様な PCB 処理ではな
く、一般廃棄物処理での処理が可能となり、処理手間
が随分と簡単になった。 
「低濃度ポリ塩化ビフェニル汚染物の該当性判断基

準について（H31.3.28）」より。 
 
 
8.PCB汚染物の該当性判断基準 
 
 本年 3 月に、環境省及びポリ塩化ビフェニル廃棄物
推進室より「低濃度ポリ塩化ビフェニル汚染物の該当
性判断基準について（H31.3.28）」が発出され、PCB 処
理に関しての判断基準が示された。 
PCB の含有量に応じて廃棄の方法が変わってくること

から、含有量の確認が必要であったが、前回、試験施
工を行っていた為、その数値を用いることとした。 
前回の試験結果により PCB の含有量は平均 1.49mg/kg

であったので、判断基準の 0.5mg/kg を超えているため、
汚染物としての処理が必要であることが分かった。
（図-4） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4 PCB含有量試験結果 
 
 
9.PCB処理 
 
低濃度の PCB を含む塗膜屑を処理できる処理場は四

国では香川県の株式会社富士クリーンがある。前回工
事でも処理しており、本工事においても株式会社富士
クリーンにて処理を行った。 
PCB が含まれる塗膜屑はドラム缶に格納し、封入を行

い現場付近で保管している。（写真-9） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-9 塗膜屑保管状況 
 
塗膜屑がある程度貯まればその都度、搬出を行う必

要があるが、本工事は搬出量が少なかったため、各工
事1回で搬出することができた。（写真-10、写真-11） 

写真-10 搬出重量確認 

写真-11 トラックによる搬出 
 
 
10.終わりに 
 
 PCB 汚染物の処理には期限があり、確実に期限内に処
理を行う必要がある。そのため、確実に処理できる工
法を選択することが重要である。 
今回の宍喰大橋での塗装工事では、インバイロワン

工法を用いて剥離作業を行ったが、剥離工法は他にも
沢山あり、今回の剥離工法の紹介が今後の塗装工事に
おいて、一助にでもなれば幸いである。 

 


